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● 那賀町ホームページ https://www.town.tokushima-naka.lg.jp/
● 那賀町携帯サイト https://mobile.town.tokushima-naka.lg.jp/

那賀町ホームページには携帯サイトもあります
携帯電話でも那賀町のお知らせや行事・連絡先や道路災害情報
など主な情報を見ることができますので、ぜひご活用ください。
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も
っ
と
住
み
や
す
い
、

も
っ
と
住
み
や
す
い
、

　
　
　
　
働
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す
い
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賀
町
へ

　
　
　
　
働
き
や
す
い
那
賀
町
へ

こ
の
た
び
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
様
、
各
方
面
か
ら
の
御
支
援
を
賜

り
、
那
賀
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
改
め
て
職
責
の
重
大
さ
と
那
賀
町
の

課
題
解
決
に
向
け
て
の
決
意
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
議
会

議
員
の
皆
様
、
職
員
の
皆
様
と
と
も
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
ご
協
力
、
お
力
添
え
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
５
月
８
日
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
、
こ
れ

ま
で
の
「
２
類
相
当
」
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行
し
ま
し

た
。
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
呼
ば
れ
、
法
律
に
よ

り
行
動
制
限
が
求
め
ら
れ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
社
会
・
経
済
活
動
の
正
常
化
に
向

け
た
一
つ
の
区
切
り
と
な
り
ま
し
た
。
町
内

に
お
い
て
も
、
国
の
動
向
を
し
っ
か
り
と
注

視
し
つ
つ
、
町
と
し
て
の
対
応
も
し
っ
か
り

行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
改
め
て
感
染
症
対
策
と
社

会
・
経
済
活
動
の
両
立
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
私
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
ま

し
た
の
は
「
も
っ
と
住
み
や
す
い
、
働
き
や

す
い
那
賀
町
へ
」
で
す
。
全
国
的
に
人
口
減

少
と
な
る
状
況
に
お
い
て
、
少
し
で
も
抑
制

し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
那
賀
町
に
お
住
ま

い
の
方
々
が
、
「
住
み
や
す
い
」
と
も
っ
と

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
那
賀
町
で
働
い
て

い
る
方
が
「
働
き
や
す
い
」
と
も
っ
と
感
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
実
感
を
強
力
に
発
信
す
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
や
移
住
人
口
の
増
加
に

つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
医
療
・
介
護
体
制
の
維

持
・
充
実
、
子
育
て
、
教
育
環
境
の
整
備
、

農
林
業
の
振
興
に
よ
る
農
地
、
森
林
の
適
正

保
全
、
防
災
対
策
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
那
賀
町
文
化
の
伝
承
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
那
賀
町
単
独
で
で
き
る
こ
と
、
周

辺
市
町
村
と
と
も
に
行
う
こ
と
、
国
、
県
の

協
力
を
頂
く
こ
と
、
民
間
と
の
協
力
関
係
を

築
く
こ
と
な
ど
、
効
率
的
に
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

今
、
国
が
進
め
て
い
る
施
策
に
「
D
X
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
」

と「
G
X（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
」
が
あ
り
ま
す
。
「
D
X
」
は
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
発
展
、
駆
使
し
て
人
々
の
生
活

を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
こ
と
で
「
G
X
」
は

経
済
、
産
業
の
発
展
を
化
石
燃
料
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
と

し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
変
革
を
目
指
す
も

の
で
す
。

那
賀
町
の
面
積
は
広
く
、
そ
の
中
で
も
森

林
が
95
％
を
占
め
那
賀
川
水
系
の
水
資
源
も

あ
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
１
つ
で
あ

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
基
軸
と
し
た

グ
リ
ー
ン
戦
略
の
適
地
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
の
豊
富
な
自
然
資
源
を
有
効
活
用
、

最
適
化
す
る
こ
と
で
那
賀
町
を
更
に
活
性
化

で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
「
D
X
」
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
特

に
医
療
、
教
育
に
有
効
で
あ
る
ほ
か
、
那
賀

町
の
魅
力
発
信
に
も
大
い
に
役
立
つ
と
考

え
、
国
の
施
策
の
動
向
を
注
視
し
、
民
間
と

の
連
携
も
含
め
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
御
意
見
も
幅
広
く
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

結
び
と
い
た
し
ま
し
て
、
今
後
の
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
、
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ

て
皆
様
の
ご
健
康
・
ご
多
幸
と
御
活
躍
を
お

祈
り
し
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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那賀町議会議員補欠選挙那賀町議会議員補欠選挙

去る４ 月2 3 日に執行さ れまし た那賀町議会議員補欠選挙にて、 亀井伸幸氏、 重陵加氏が当選さ れまし た。 任期

は令和７ 年1 0 月3 1 日までと なっ ています。

〜 亀井伸幸氏、 重陵加氏が当選 〜〜 亀井伸幸氏、 重陵加氏が当選 〜

下記の日程で会議が開催さ れまし た。

議会から のお知ら せ

令和５ 年４ 月委員会の開催状況について

日　 付 会　 議　 名 会　 議　 内　 容

4 月 11 日 医療体制特別委員会
公的医療機関ヒ アリ ングの総括について

その他

4 月 17 日

議会改革特別委員会
新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症対策等に係る 地方公共団体に
おける 議会の開催方法

全 員 協 議 会

議会改革特別委員会報告事項について

医療体制特別委員会報告事項について

議員定数について

その他

～議会文書質問通告書と 回答について～
（ 質問・ 回答はその時点のも のであり 、 現在の状況と 異なり ま す。）

令和５ 年４ 月12日、 野口  穗議員から 那賀町理事者あてに、 那賀町議会基本条例第16条によ る 文書質問

通告書が提出さ れ、 同月25日回答があり ま し た。

質問内容と 回答は次のと おり です。

質 問 事 項 質 問 要 旨

雄４ 地区の地籍調査の筆数について

　 町長から の監査要求に対する 監査報告後、 圃場整備
地の外周及び圃場整備地の精度確認測量を２ 度行っ た
が、 平成26年竣工検査時の雄４ 地区の地籍調査の筆数
及び測量未実施の筆数並びに圃場整備地の筆数が明ら
かにさ れていないので、 それぞれの筆数を 明ら かにし
てく ださ い。
　 理由： 圃場整備地の外周の測量ではなく 、 圃場整備
地以外の地域の内周測量と 思われる ため。

回 答 内 容

　 竣工検査時の筆数は735筆、 測量未実施並びに圃場整備地の筆数は221筆です。
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那賀町議会那賀町議会からから お知ら せお知ら せ
一般質問から令和５ 年３ 月定例会議

主な質問と こ れに対する長や関係課等の答弁の要旨は次のと おり です。

一般質問を すぐ に視聴し たい方は、 議会中継又は議会後に放送さ れる録画放送

を 御覧く ださ い。

那賀町議会

ホームページアド レ ス　 http s://w w w .to w n .to kush im a-naka .lg .j p /g ik a i/

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
員
及
び
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配

置
に
よ
る
実
効
性
の
あ
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
と

課
題
に
つ
い
て

２
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事

例
報
告
会
で
は
、
各
校
の
実
践
状
況

が
報
告
さ
れ
、
取
組
の
成
果
を
感
じ
る
が
、

今
後
の
課
題
や
要
望
も
見
ら
れ
る
。
端
末
の

不
具
合
や
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
員
に
対

す
る
学
校
側
の
要
望
や
課
題
へ
の
対
応
は
い

か
に
。
今
後
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め

の
方
策
を
伺
う
。

高
岡
勇
人
教
育
次
長

令
和
２
年
度
に
購
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
不
具
合
、
ト
ラ
ブ
ル
に
対

す
る
改
善
要
望
の
ほ
か
、
持
ち
帰
り
学
習
用

の
充
電
器
の
整
備
要
望
が
あ
っ
た
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
す
る
問
題
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
に
よ
る
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

バ
ッ
テ
リ
ー
の
不
具
合
に
よ
る
事
案
に
つ
い

て
は
、年
次
更
新
を
計
画
的
に
検
討
し
た
い
。

岡
川
雅
裕
教
育
長

先
生
方
に
は
、
学
校
内
で
連
携
を
取

り
な
が
ら
全
員
に
共
通
の
理
解
を
お

願
い
す
る
。
教
育
委
員
会
が
主
導
権
を
取

り
、
問
題
点
を
見
つ
け
、
そ
の
問
題
点
を
ク

リ
ア
し
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
良
い
と
こ
ろ
、
悪

い
と
こ
ろ
を
明
確
に
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
及

び
今
後
の
５
類
引
き
下
げ
や
マ

ス
ク
着
用
自
己
判
断
等
、
町
民

に
対
す
る
啓
発
は
十
分
か
ど
う

か
に
つ
い
て

広
報
な
か
２
月
号
で
は
「
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
３
月
3 1
日
ま
で
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
接
種
状
況
は
い
か
が

か
。
ま
た
、
感
染
症
法
上
の
部
類
が
２
類
か

ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
３
月
中
旬
か

ら
は
マ
ス
ク
着
用
も
自
己
判
断
と
国
か
ら
の

発
表
が
あ
っ
た
。
本
町
の
実
情
を
鑑
み
、
町

民
に
対
す
る
安
心
・
安
全
な
対
応
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

大
内
仁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
長

回
数
を
追
う
ご
と
に
接
種
率
は
下

が
っ
て
い
る
が
、
接
種
希
望
者
に
は

引
き
続
き
対
応
し
て
い
く
。
２
類
か
ら
５
類

へ
の
見
直
し
後
の
対
応
は
、
国
の
方
針
に
従

い
進
め
て
い
き
た
い
。
マ
ス
ク
の
着
用
が
個

人
の
判
断
に
な
る
た
め
、
外
せ
る
と
き
は
外

す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
，
感
染
リ
ス
ク
が

伴
う
場
所
で
は
、
着
用
を
お
願
い
す
る
。
今

後
も
新
し
い
情
報
を
広
報
に
よ
り
発
信
し
て

い
く
。

坂
口
博
文
町
長

国
は
行
政
が
関
与
す
る
取
組
か
ら
自

主
的
な
取
組
へ
、
そ
し
て
平
常
の
日

本
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。

那
賀
町
と
し
て
も
個
人
の
判
断
を
基
本
と
し

つ
つ
も
消
毒
・
手
洗
い
を
含
め
て
マ
ス
ク
の

着
用
は
場
所
を
わ
き
ま
え
て
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
有
料

化
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
町
独
自
の

支
援
も
新
町
長
に
は
御
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

「
ス
マ
ー
ト
回
廊
地
域
創
造
事

業
」
の
進
捗
状
況
と
川
口
ダ
ム

湖
畔
活
性
化
の
た
め
の
事
業
構

想
に
つ
い
て

那
賀
町
山
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
オ
ー

プ
ン
や
、
も
み
じ
川
温
泉
に
よ
る
川

口
ダ
ム
湖
で
の

S
U
P
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

計
画
が
あ
る
が
、
好
機
を
逸
し
な
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
公
民
・
民
間
の
文
化
・
体
験

施
設
と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
る
た
め
、
県

と
と
も
に
進
め
る
「
ス
マ
ー
ト
回
廊
地
域
創

造
事
業
」
並
び
に
「
川
口
ダ
ム
湖
畔
活
性
化

構
想
」
は
重
要
と
考
え
る
が
、
現
況
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

蔭
野
祥
文
に
ぎ
わ
い
推
進
課
長

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
四
季

折
々
に
脚
光
を
浴
び
る
、
１
年
を
通

じ
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
観
光
施
設
等
の
整
備
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
関
係
機
関
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

田
村 

信
幸  

議
員

5 広報なか

坂
口
博
文
町
長

最
近
は
、
自
然
を
求
め
て
山
に
入
っ

て
く
る
人
も
多
い
。
自
然
豊
か
な
那

賀
町
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
議
員
各
位
も
是

非
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

那
賀
町
山
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

に
つ
い
て

那
賀
町
山
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
に
関

連
す
る
那
賀
町
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
美
術
館
の
Ｐ
Ｒ
方
法
、
看
板
等
の
進
捗

状
況
、
チ
ラ
シ
等
の
配
布
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
来
館
者
の
け
が
や
急
病
、
災
害

時
の
対
応
等
は
ど
の
よ
う
な
体
制
と
な
っ
て

い
る
の
か
。

幾
田
博
行
林
業
振
興
課
長

指
定
管
理
者
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ
を

町
内
小
学
校
・
こ
ど
も
園
や
、
主
要

な
施
設
に
配
布
し
て
い
る
。
看
板
は
国
道

１
９
５
号
線
鎌
瀬
橋
入
口
、
町
道
に
横
断
幕

を
上
流
側
・
下
流
側
に
見
え
る
よ
う
に
設
置

す
る
。
正
式
な
看
板
は
、
他
の
施
設
も
あ
る

の
で
管
理
課
・
指
定
管
理
者
と
協
議
し
な
が

ら
設
置
し
た
い
。
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

今
後
町
担
当
者
・
指
定
管
理
者
・
東
京
お
も

ち
ゃ
美
術
館
と
協
議
し
作
成
予
定
で
あ
り
、

で
き
次
第
指
定
管
理
者
、
お
も
ち
ゃ
学
芸
員

の
方
に
周
知
徹
底
し
運
営
し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
回
廊
に
つ
い
て

県
企
業
局
が
川
口
ダ
ム
湖
周
辺
に
お

い
て
更
衣
室
や

S
U
P
乗
降
場
を

新
設
し
て
い
る
が
、
セ
レ
モ
ニ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
看
板
等
の
設
置
予
定
及
び
今
後
の

集
客
に
つ
な
げ
る
方
策
を
伺
う
。
併
せ
て
、

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
水
難
事
故
へ
の
町

の
対
応
策
を
伺
う
。

蔭
野
祥
文
に
ぎ
わ
い
推
進
課
長

徳
島
県
企
業
局
に
よ
り
第
２
駐
車
場

及
び
Ｓ
Ｕ
Ｐ
発
着
場
等
の
完
成
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
案
内
看
板
等
に
つ

い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
回
廊
事
業
の
中
で
徳
島

県
企
業
局
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

西
村
文
孝
消
防
長

消
防
本
部
は
、
水
難
事
故
の
発
生
を

１
１
９
番
通
報
に
て
覚
知
す
る
。
通

報
内
容
を
詳
し
く
聴
取
し
、
当
務
員
が
現
場

で
状
況
把
握
す
る
と
同
時
に
潜
水
隊
員
等
を

招
集
対
応
す
る
。
現
在
、
潜
水
士
有
資
格
者

が
14
名
内
11
名
に
よ
り
潜
水
隊
を
組
織
し
、

年
間
訓
練
計
画
に
従
い
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。

命
を
守
る
教
育
（
児
童
・
生
徒

の
泳
力
の
向
上
）
に
つ
い
て

相
生
中
学
校
の
プ
ー
ル
が
解
体
さ

れ
、
川
や
池
に
落
ち
た
と
き
に
命
を

守
る
大
切
な
能
力
で
あ
る
生
徒
の
泳
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
の
な
い
那
賀
町
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
泳

力
向
上
の
施
策
を
伺
う
。
一
案
と
し
て
、
小

学
校
で
専
門
家
に
よ
る
夏
休
み
水
泳
教
室
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

高
岡
勇
人
教
育
次
長

小
学
校
に
お
け
る
水
泳
活
動
で
は
、

年
間
計
画
と
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

い
て
児
童
生
徒
の
実
情
に
応
じ
、
全
て
の
学

校
に
お
い
て
水
泳
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

専
門
家
に
よ
る
水
泳
指
導
に
つ
い
て
は
、
事

故
防
止
や
健
康
、
安
全
の
た
め
学
校
と
も
協

議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

那
賀
川
本
流
の
河
川
管
理
区
域

に
つ
い
て

町
内
の
那
賀
川
本
流
で
国
直
轄
河
川

管
理
区
域
は
長
安
口
ダ
ム
周
辺
の
み

で
あ
る
が
、
再
生
事
業
に
伴
い
、
小
見
野
々

ダ
ム
周
辺
も
国
直
轄
に
な
る
と
い
う
。
将

来
、
那
賀
川
本
流
の
河
川
管
理
は
一
元
化
し

て
行
っ
て
も
ら
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

上
田
善
浩
建
設
課
長

国
土
交
通
省
が
那
賀
川
本
川
を
一
元

管
理
す
る
こ
と
で
、
河
川
管
理
上
の

メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
る
と
思
う
が
、
全
国
に

１
０
９
あ
る
一
級
河
川
の
管
理
状
況
か
ら
見

る
と
厳
し
い
面
が
あ
る
。
国
土
交
通
省
か
ら

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
打
ち
出
さ
れ
、

那
賀
川
流
域
に
お
け
る
水
防
災
や
減
災
に
対

し
、
流
域
全
体
の
関
係
者
が
協
働
し
て
対
策

を
行
う
新
た
な
取
組
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
河
川
管
理
の
一
元
化
と
同
等
の
効
果

を
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

坂
口
博
文
町
長

四
国
治
水
協
会
、
ま
た
四
国
河
川
協

会
に
よ
る
要
望
の
際
、
国
管
理
に
要

望
し
て
き
た
が
、
今
後
に
お
い
て
は
、
知
事
・

国
会
議
員
・
市
町
村
長
・
議
会
議
長
共
々
、

一
丸
と
な
っ
て
要
望
に
行
く
べ
き
と
思
っ
て

い
る
。

医
師
の
独
自
確
保
策
に
つ
い
て

現
在
、
病
院
・
診
療
所
の
医
師
の
多

く
は
県
か
ら
の
派
遣
で
あ
り
、
長
期

の
在
籍
が
か
な
わ
な
い
。
独
自
の
施
策
に
よ

り
医
師
・
看
護
師
・
医
療
従
事
者
確
保
に
努

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状
等
伺
う
。

堤
貴
昭
へ
き
地
医
療
戦
略
室
長

次
年
度
よ
り
町
が
直
接
雇
用
す
る
医

師
は
１
名
と
な
る
。
家
賃
無
料
の
医

師
住
宅
の
整
備
な
ど
施
策
を
講
じ
医
師
の
募

前
田 

貞
好  

議
員

古
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集
も
行
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
難
し
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
も
情
報
の
収
集
や
発
信
に

力
を
入
れ
て
町
独
自
の
医
師
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
。

坂
口
博
文
町
長

今
後
に
お
い
て
も
、
医
師
確
保
が
難

し
い
と
想
定
し
て
い
る
。
医
療
体
制

を
含
め
て
大
き
な
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

監
査
結
果
に
つ
い
て
、
町
長
に

は
信
頼
性
の
判
断
基
準
は
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

監
査
結
果
に
お
い
て
基
準
も
な
く
主

観
で
「
お
お
む
ね
適
正
」
と
判
断
し

て
い
る
。
特
に
町
長
か
ら
の
要
求
に
係
る
監

査
結
果
報
告
書
は
、
推
測
・
主
観
に
よ
り
な

さ
れ
て
お
り
、
不
公
正
で
極
め
て
偏
り
が

あ
る
と
考
え
る
。
町
長
は
自
ら
要
求
し
た
監

査
結
果
を
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
て
い
る

の
か
。

坂
口
博
文
町
長

監
査
委
員
に
は
、
司
直
の
場
合
と

違
っ
て
限
界
が
あ
る
中
で
「
事
細
か

く
調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
」
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
内
容
を
判
断
し
て
、
事
務
的
ミ

ス
を
含
め
て
那
賀
町
の
処
分
規
定
に
基
づ
き

関
係
者
を
処
分
・
厳
重
注
意
を
し
た
。

成
年
後
見
人
で
は
本
当
に
困
っ
た

人
は
救
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て

家
族
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る

中
、
認
知
症
患
者
へ
の
多
岐
多
様
に

わ
た
る
公
的
支
援
が
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て

い
る
が
、
後
見
人
の
選
任
に
時
間
を
要
す
る

現
在
の
成
年
後
見
人
制
度
で
は
対
応
が
困
難

な
事
例
も
あ
る
。
本
人
の
意
思
決
定
支
援
の

在
り
方
と
は
。

池
田
繁
人
保
健
医
療
福
祉
課
長

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
と
い
う
専
門
機

関
を
中
核
機
関
と
し
て
置
い
て
お

り
、
そ
の
中
で
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者
等
の
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に
家
庭
裁

判
所
に
申
立
て
を
し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
を

保
護
し
支
援
し
て
い
く
中
で
、
現
状
必
要
な

制
度
と
し
て
、
今
後
も
成
年
後
見
制
度
を
活

用
し
て
い
き
た
い
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
人
間

関
係
の
深
み
を
取
り
戻
す
社
会

づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
弔
事
に
お
い
て

も
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
物
質
的
な
豊
か
さ
で
は
都
会
に
劣
る

那
賀
町
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
よ

い
社
会
的
風
習
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
所
感
を
伺
う
。

坂
口
博
文
町
長

国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
法
律
で

縛
っ
て
き
た
行
動
制
限
等
を
緩
和
し

て
い
く
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
私
も
で
き
る

だ
け
早
期
に
平
常
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
。

役
場
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
い
る
の

か
。
事
務
屋
ば
か
り
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
運

営
に
は
、
民
間
の
意
識
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
数
値
目
標
を
達
成
し
な
い

と
潰
れ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
を

成
し
遂
げ
よ
う
と
考
え
て
い
る
職
員
は
い
る

の
か
。

葛
木
幸
男
総
務
課
長

職
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
策
定
し
た

「
那
賀
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
目
標
達
成
に
向
け
、
一
人

一
人
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
お
互
い
連
携
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
各
担
当
課
だ
け
で
達

成
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
職
員
全
員
が

努
力
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
判
断
し
て

い
る
。

坂
口
博
文
町
長

私
も
16
年
間
、
自
分
の
信
念
の
下
で

行
政
を
執
っ
て
き
た
つ
も
り
で
あ

る
。
職
員
に
お
い
て
も
民
間
同
様
目
標
を

持
っ
て
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て

電
気
料
金
を
始
め
、
大
変
な
物
価
高

騰
が
続
い
て
い
る
。
国
の
コ
ロ
ナ
対

応
臨
時
交
付
金
事
業
に
よ
り
物
価
高
騰
対
策

支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
継
続
し
て
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
一
人

親
、
低
所
得
者
、
生
活
保
護
者
世
帯
、
農
業

者
へ
の
支
援
継
続
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

坂
口
博
文
町
長

こ
れ
ま
で
も
、
低
所
得
者
・
一
人
親

世
帯
等
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
も
不
安
定
な
状
況
が
続
く
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
国
も
次
の
対
策
を
検
討
さ
れ
て
い
る
た

め
、
４
月
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
議
会

の
皆
さ
ん
方
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
判
断
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。

野
口 
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葛
木
幸
男
総
務
課
長

令
和
４
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
コ
ロ
ナ

対
策
交
付
金
等
の
財
源
が
あ
る
程
度
確
保
で

き
る
も
の
を
実
施
し
て
き
た
。
令
和
５
年
度

以
降
に
つ
い
て
も
同
様
の
財
政
支
援
措
置
が

あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
物
価
高
騰
支
援
を
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
検
討
を
行
う
。

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
傷
病

手
当
に
つ
い
て

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
傷

病
手
当
支
給
対
象
者
は
被
雇
用
者
の

み
で
あ
る
が
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
事
業

主
へ
広
げ
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
他
自

治
体
で
は
個
人
事
業
主
を
対
象
と
し
た
傷
病

見
舞
金
制
度
の
例
も
あ
る
の
で
、
検
討
願
い

た
い
。

西
村
俊
克
税
務
保
険
課
長

傷
病
手
当
は
休
業
補
償
の
意
味
合
い

で
給
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
事
業

主
の
場
合
は
休
業
に
よ
る
収
入
の
減
少
額
の

算
定
が
困
難
な
こ
と
か
ら
給
付
対
象
と
な
ら

な
い
。
個
人
事
業
主
へ
の
見
舞
金
給
付
は
、

公
平
性
を
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
判
断

が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て

那
賀
町
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

時
の
高
齢
者
施
設
や
、
学
校
の
状
況
、

支
援
内
容
を
伺
う
。
ま
た
、
県
よ
り
無
料
配

布
さ
れ
て
い
た
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
が
有

料
に
な
る
と
の
こ
と
。
感
染
症
法
上
の
取
扱

い
が
変
わ
っ
て
も
感
染
力
は
変
わ
ら
な
い
た

め
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
引
き
続
き
施
設

へ
の
支
援
を
願
う
。

池
田
繫
人
保
健
医
療
福
祉
課
長

抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
県
か
ら
配
布
さ
れ
た
分
に
つ
い

て
町
内
高
齢
者
施
設
等
に
配
布
し
て
い
る
。

同
様
に
、
教
育
委
員
会
等
に
も
配
布
さ
れ
て

い
る
。
５
類
に
な
る
と
い
え
ど
、
感
染
の
脅

威
が
消
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
時
点

で
は
国
、
県
の
状
況
を
見
な
が
ら
柔
軟
に
対

応
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
の
よ
り
良
い
継
承

　

少
子
・
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

那
賀
町
の
少
子
化
の
原
因
は
ど
の
よ

う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
か
。
そ
し

て
ま
た
高
齢
者
の
方
に
イ
キ
イ
キ
と
元
気
に

長
生
き
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
な
人
口

減
少
対
策
と
考
え
る
が
、
今
後
の
少
子
・
高

齢
化
対
応
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

坂
口
博
文
町
長

団
塊
の
世
代
が
育
っ
た
時
代
と
結
婚

観
も
変
わ
っ
て
い
る
。
少
子
・
高
齢

化
の
対
策
と
し
て
施
設
整
備
及
び
ソ
フ
ト
対

策
を
含
め
て
行
っ
て
き
た
が
、
解
決
に
は
結

び
つ
か
な
か
っ
た
。
次
期
リ
ー
ダ
ー
の
下

で
、
行
政
・
議
会
一
丸
と
な
り
、
共
通
認
識

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

藤
長
歩
す
こ
や
か
子
育
て
課
長

少
子
化
の
主
因
は
未
婚
・
晩
婚
化
、

副
因
は
夫
婦
の
出
生
率
低
下
。
地
方

で
は
若
者
の
流
出
も
大
き
い
。
対
策
は
、
若

者
世
代
の
定
住
促
進
、
子
育
て
世
帯
の
財
政

支
援
や
負
担
軽
減
、
結
婚
、
育
児
に
対
す
る

意
識
啓
発
、
女
性
の
再
婚
促
進
等
が
考
え
ら

れ
る
。

那
賀
町
は
大
丈
夫
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て

５
年
後
、

1 0
年
後
と
い
っ
た
将
来
の

那
賀
町
財
政
の
持
続
可
能
性
に
つ
い

て
、
平
成
1 9
年
以
降
の
会
計
収
支
の
推
移
を

参
考
に
御
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
。

坂
口
博
文
町
長

合
併
当
初
は
、
基
金
四
十
数
億
円
、

借
金
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る
と

２
５
０
億
円
の
状
況
下
で
、
特
例
債
の
み
な

ら
ず
、
国
・
県
の
補
助
金
や
国
か
ら
の
直
接

補
助
金
の
活
用
を
図
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
今
後
も
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
思
う

が
、工
夫
を
し
て
運
営
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
﨑 

篤
史  

議
員
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令和４ 年度　 那賀町議会議員視察研修報告書

日　 　 時： 令和４ 年７ 月1 2 日（ 火） 〜1 4 日（ 木）

視 察 先： 大阪府豊能郡能勢町「 株式会社能勢・ 豊能まちづく り 」、鳥取県米子市「 ローカ ルエナジー株式会社」

参加議員： 髙木健多、 前田貞好、 野口穗、 山﨑篤史、 柏木岳、 古野司、 連記かよ子

考察

今回の視察は、 那賀川に現存するダム・ 水力発電所と 私たち町民が、 今後どのよう な関係を 持ちつつ自然・ 社会

環境的に持続可能性を 維持し ながら 共生し ていけるかを 模索する重要な視察であっ た。

近況、 世界情勢の影響により 、 エネルギー問題は日本の抱える最重要課題の一つと なっ ている。 電力自由化によ

り 創出さ れた「 新電力事業、 電気小売り 事業」 のシステムを 那賀町に適用するこ と により 、 本町の持続可能性を 高

めるのみなら ず、 様々な電源立地についても 同様の未来図が描けるのではないかと 考察し 、 以下の視察に臨む。

能勢・ 豊能地域における持続可能なまちづく り （ まちの電機会社の可能性） について

能勢町、 豊能町域内から のエネルギー代の流出額は、 年間約2 2 億円。「 自分たちででき るこ と を 自分たちでやる」

と いう こ と で、 流出する富の一部を 還流さ せ継続的な資金確保を 目的と する。

メ リ ッ ト と し て、地域づく り の意識の醸成、様々な専門家の来町、新し いイ ベント の開催、地域創生のプレ イ ヤー

増加、 大学の研究委託等がある。 電力調達費高騰、 不安定な市場連動による買取価格等、 厳し い状況であるが、 電

気使用方法の見直し 等によるコ スト カ ッ ト 効果も 副次的メ リ ッ ト である。

域内の高校存続に向けた共同の取り 組み（ 電動自転車による通学）。

総合的な実務（ コ ンサルタ ント 業含む）を 民間の株式会社能勢・ 豊能まちづく り 代表取締役榎原氏が担っ ており 、

町の総務部担当者と の信頼関係も あっ て厳し い状況ながら 継続可能と のこ と である。

地方創生実現のため、 地域経済の自立のためのエネルギーの地産地消への取り 組みについて

鳥取県域外への資金流出は、 年間約1 ,0 0 0 億円。「 エネルギーと 経済は密着し ている（ 市経済部）」。

大儀「 新たな地域経済基盤の創出」 を 目的と し 、 事業を 行う こ と が重要である。 都市公社的な要素を 前面に打ち

出し 、 電気代をこ の法人に支払う こ と により 、 自分たちの地域の他の公共サービスが維持さ れていると いう 意識を

醸成。

「 FIT以外の地元の大規模水力発電が欲し い（ ロ ーカ ルエナジー株式会社　 専務取締役　 森氏）」 お金だけではな

い、 地域循環の考え方。 未来への投資と 考え、 積極的に教育機関への講演活動を 実施。「 今後、 電気を 使いたいと

き に使えない時代が…」「 コ ンセント の向こ う 側を 、 子ども たちに考えても ら いたい」 と のこ と 。

コ ン セント の向こ う 側を 、 那賀町の大人である 私たち は考えてき たか？エネルギーの地域循環システムを 構築

し 、 エネルギー・ 経済・ 人材の地域内循環を目指すべき である。 また、 付帯事項と し て、 本事業を 創出、 経営する

にあたり 、 核と なるキーパーソ ンと 自治体担当者と の信頼関係は必須である。

那賀町議会議員　 山﨑　 篤史

9 広報なか

日　 　 時： 令和５ 年１ 月3 0 日（ 月） 〜3 1 日（ 火）

視 察 先： 山口県長門市「 長門おも ちゃ美術館」

参加議員： 髙木健多、 静好洋、 山上健造、 久川治次郎

考察

今回、 令和５ 年３ 月オープンを 予定し ている「 那賀町山のおも ちゃ 美術館」 の開館を 控え、 同等の規模の山口県

長門市にある「 長門おも ちゃ 美術館」 の視察を 行っ た。

視察内容は、 設立までの経緯、 地域の連動・ 連携等や広報活動の手順、 年間の予算枠や利用者数、 近隣観光関連

施設と の割引やイ ベント 連携、 行政と の連携例など多岐に渡るも ので、 意見交換と 視察を さ せていただいた。

美し い海と 森林に恵まれた山口県長門市、 こ の豊かな自然環境に囲まれた地に体験型ミ ュ ージアムを 設立し 、 お

も ち ゃ 遊びを 通し て親子で一緒に楽し み自然を 感じ る素敵な時間を 皆さ まにお届けし たいと の目標のも と 、 N PO

法人「 人と 木」 を 設立し 、 館内には赤いエプロ ンを 着たおも ちゃ 学芸員を 配置し 、「 遊びの伝道師」 と し て使い方

のわから ないおも ちゃ の説明や館内各所の解説を し てく れる。

来館者数は平日で3 0 人～5 0 人、 休日は1 0 0 人～3 0 0 人程度であるが、 過密になるのを 防ぐ ため入場制限も ある

と のこ と 。 年間集客人数は2 0 2 1 年1 9 ,2 5 1 人、 2 0 2 2 年２ 万人超えと のこ と である。

団体対応については、 町内の小中学校・ 幼稚園・ 保育園が行事での来館の場合は無料と し ている。

広報活動については、 マスコ ミ などの取材はすべて受けると 共に、 広く 周知するため「 おでかけおも ちゃ 美術館」

と し て各地に出向いている。

イ ベント については、 チラ シ配布を 行い幅広く 周知を し ていると のこ と 。

また、 おも ちゃ 学芸員養成講座も 開催、 フ ォ ローアッ プ講座も 年数回開催し 、 スタ ッ フ の充実にも 務めている。

今後の取り 組みと し ては、「 おも ち ゃ 美術館は子供たちのも のだけでなく 高齢者にも 来館を 案内し 、 いろ いろ な

遊びを通じ て交流を 図っ ていき たい。 子供たちだけでなく 、 高齢者と の共遊を 勧めたい」 と のこ と である。

全国にあるおも ちゃ 美術館と 見比べても 小規模な施設であるが、 スタ ッ フ の熱意と 広報活動の充実、 アイ デアも

駆使し 堅実な運営を さ れていると 感じ た視察であっ た。

本町の山のおも ちゃ 美術館の今後の運営にも 、 大いに参考になるのではないかと 思う 。

産業厚生常任委員長　 久川　 治次郎



1 0広報なか

考察

●丸和林業株式会社　 大豊事業所　 チッ プ工場

今回の視察先である高知県大豊町の丸和林業株式会社のチッ プ工場は、 那賀町に建設中のチッ プ工場と 大きさ が

丁度同じ く ら いであり 、 敷地１ 万1 ,3 8 3 ㎡、 建屋4 4 4 ㎡であっ た。 工場内の機械類も 那賀町の購入する物と よく 似

た物であり 、 価格も 那賀町の予算と ほぼ同じ であっ た。

ただ、 丸和林業株式会社のチッ プ工場は場所が高速道路の側にあり 、 木材、 チッ プの搬出にはすごく 効率が良い

よう に思われた。 那賀町では、 チッ プ工場から の搬送は大変になり そう に思う 。

また、 那賀町産木材だけでは木材が不足し てし まわないのかと いう 心配があるので、 解決策を 早急に考えなけれ

ばいけないと 実感さ せら れた。

産業厚生常任委員会副委員長　 山上　 健造

●徳島木のおも ちゃ 美術館

３ 月から 本町でも 開業する、おも ちゃ 美術館と 同類施設を 見た。木製玩具に触れ合えるこ と は重要なこ と であり 、

林業活性化を 目指す本町と し ても 有意義な施設ではある。 し かし 、 こ の施設の開設目的は、 本町事業のう ち優先度

が高いも のかどう か。 目的は、 新たな切り 口から の林業の発信、 子育て施設の整備、 あじ さ い湖周辺の観光拠点集

積が挙げら れるが、 森林環境事業税と はいえ巨額資金を 投じ て建設するこ と に対する効果と 比較すれば、 ３ 番目の

目的に期待する。 し かし 、 その効果を 成し えなければ運営に難度の高い全国のテーマパーク と 同類に落ちぶれる恐

れも ある。

●明石市役所

全国的に有名な明石市の子育て施策であるが、 おむつ宅配事業にそれほど目新し さ は感じ ず、 やはり 養育費立替

制度のイ ン パク ト が大き い。 立替実例数自体はそれほど多く はなく 、 こ の制度を 目的と し て移住し てく る 住民の

数も 把握はできていないが、 子育て施策に振り 切っ た自治体と いう イ メ ージ戦略に大き な成果が上がっ ていると 感

じ た。

総務文教常任委員会副委員長　 柏木　 岳

日　 　 時： 令和５ 年２ 月７ 日（ 火） 〜８ 日（ 水）

視 察 先：  高知県大豊町「 丸和林業（ 株）大豊事業所」、 徳島県板野町「 徳島木のおも ち ゃ 美術館」、 兵庫県

明石市「 明石市役所」

参加議員： 髙木健多、 前田貞好、 野口穗、 田村信幸、 山上健造、 柏木岳、 古野司、 連記かよ子、 久川治次郎

丸和林業株式会社 大豊事業所 チッ プ工場 徳島木のおも ち ゃ 美術館 明石市役所
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去年のク リ ス マス イ ブ、 ぼく は家族で東京にいま し た 。 念願の藤子不二雄ミ ュ ージア

ム に行く ためです。 飛行機から 降り 、 電車と バス に乗っ て向かいま す。 電車も バス も 、

特に待つこ と なく すぐ に来る のでと ても 便利です。 でも 電車の中は混んでいて、 せま い

空間で座れても なぜか落ち着き ま せんでし た。 駅の中も 人がう じ ゃう じ ゃいて、 いっ し ゅ んで迷子になり そう でし

た。 ぼく はふと 、 こ んなこ と を 思いま し た。「 こ んなに人がいっ ぱいいる のに、 ほと んど が知ら ない人同士、 ぼく

のこ と を 知っ てる 人も 一人も いないんだ。」 そう 思う と 、 なんだかさ みし い気持ちになり ま し た。

ぼく の住んでいる 那賀町は、 電車は走っ ていま せん。 バス も 、 時間によ っ ては数時間待つこ と も ある し 、 ぼく の

家はバス 停から も 遠いので、 阿南に通学する 兄ちゃんたちはいつも 遅刻と 紙一重です。 東京では街中にサルが出た

ら テレ ビ のニュ ース になる けど、 う ちの近所ではサルも シカも イ ノ シシも う じ ゃう じ ゃ出ま す。 も し かし たら 人よ

り 多いのかも 知れま せん。 でも 、 人口が少ない分、 お互いを 知っ ている 人が多く 、 と ても 温かい場所です。

じ いちゃんと ばあちゃんが住んでいる 中山地区では、 毎年いろんなこ と が行われていて、 ミ ニ運動会や夏祭り 、

オヤニラ ミ の放流や文化祭、 カウ ント ダウ ン花火など 、 楽し い行事がたく さ んあり ま す。

夏祭り の神踊り では、 たいこ のたたき 方を 地域の人が教えてく れて、 ぼく も たたける よ う になり ま し た。 百年以

上続く 伝統の踊り と 知っ て、 ほこ ら し い気持ちになり ま し た。 オヤニラ ミ の生息調査をし たと き は、 おじ さ んたち

が魚のいそう な場所や上手なあみの使い方を 教えてく れて、 数ひき のオヤニラ ミ を 見つける こ と ができ ま し た。 オ

ヤニラ ミ のすむ中山川には、 夏にはホタ ルも たく さ ん飛びま す。

ミ ニ運動会では、 九十代のおばあちゃんも いっし ょ に参加し ま す。 ぼく も いろんな種目に出ていま す。 秋の文化

祭では、 ぼく も ス テージに上がり 歌いま し た。 き ん張し たけど 、 大き な拍手がも ら えてう れし かっ たです。

年こ し のカウ ント ダウ ン花火では、 手作り のあっ たかいおでんやそば米汁をすすり ながら 、 地域の人たちが作っ

た筒花火をたく さ ん見ま し た。 新し い年がみんなにと っ ていい年になる よ う にと 願いのこ も っ た花火です。

那賀町には、 ほかにも たく さ んの伝統行事やイ ベント がある と 思いま す。 それができ る のは、 地域の人たちが親

し んで協力し ている から だと 思いま す。 一人では難し く ても 、 みんなが力を 合わせればすごいこ と ができ ま す。 那

賀町はそんな人たちのパワ ーがつま っ たと こ ろです。 いっし ょ に町をよ く し ていこ う と いう 思いと 、 人と 人と の温

かいつながり が、 那賀町の最大の強みだと 思いま す。 そんな町がずっと 続いていく よ う に、 ぼく も も っ と 多く の人

と のつながり を 作っていき たいです。

最後に、 ぼく が中山文化祭で歌っ た歌を 紹介し ま す。

♪ぼく の友達を 紹介し よ う 　 私のお友達になって　 聞こ える あの声あの歌は　 明る い明日を 歌っ ている 　 友よ 友

よ いっ し ょ に行こ う

　 那賀町の未来　 光り 続けて♪

人と つながり あっ て

鷲敷小学校　 ４ 年　 鈴木　 望
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令和４ 年度  那賀町ふるさ と 納税寄附金実績報告
ふる さ と 納税と は自治体に寄附する こ と で、 税の控除が受けら れる 制度です。 ふる さ と 納税を する 自治体は故

郷に限ら ず自由に選ぶこ と ができ ます。 こ の制度を 活用し たふる さ と 納税で那賀町にも 全国各地から 多数のご寄

附を 賜り まし た。 感謝の気持ちと と も に、 本町への寄附件数及び寄附金額を ご報告さ せて頂き ます。

寄附件数  4 ,8 1 4 件 　 寄附金額　 1 0 7 ,0 3 7 ,5 0 0 円

こ の他にも たく さ んの応援やメ ッ セージを頂いており ます。 寄附者さ まよ り 頂き まし たご寄附は

那賀町のまちづく り の貴重な財産と し て様々な分野で活用さ せていただき ます。

寄附者様より 頂いたメ ッ セージ（ 抜粋）

* 日本の大切な自然を守っ ていく ために、 ベテラ ンの山師さ んより 、 若い世代に林業の技術を継承し

ていっ てほし いです。

* 徳島空港でプロモーショ ンビデオを見まし た。 豊かな環境を守っ てく ださ いね。

* 木頭ゆずが大好き です。 生産者の皆様、 美味し いゆずをあり がと う ございます。

* 人も 自然も 魅力的な那賀町。 また遊びに行き ます！

令和４ 年度ふるさ と 納税寄附金使途報告

幼児・ 学童イ ンフ ルエンザ予防接種助成事業（ 5 0 0 ,0 0 0 円）

子ど も ・ 子育て支援の政策と し て、 季節性イ ン フ ルエン ザ罹患と まん延予防を 目的と し １ 歳以上

1 9 歳未満の町民が行う 任意接種に対する費用の一部を 負担し まし た。

学校等での蔓延防止、 大学受験や就職試験を 控えたお子様までカ バーし ています。

農業生産物苗代及び種代補助事業 （ 1 ,0 0 0 ,0 0 0 円）

町内の自己所有地において、 対象農業生産物を 生産し ている農業生産者に

対し 、 苗代及び種代にかかる 費用の一部を 補助し まし た。 農業生産者の負担

を 軽減し 、 農業生産の安定と 維持発展が期待さ れます。

鮎・ アメ ゴ稚魚放流事業委託業務（ 5 ,0 0 0 ,0 0 0 円）

鮎・ アメ ゴ稚魚放流事業委託業務にかかる費用の一部を 負担し まし た。 那

賀町内の河川に、 鮎・ アメ ゴ・ ウナギの稚魚を 放流し 、 地域住民の伝統漁法

継承と 水産業の振興を 図るこ と を目的と し ています。

木頭小中学校教育振興備品購入事業（ 5 0 0 ,0 0 0 円）

木頭小中学校におけるICT環境の拡充のため、 周辺設備備品の購入費用を

負担し た。

児童生徒が自ら 写真資料を 撮影、 印刷するこ と ができ 、 様々な場面の学習

に役立っ ています。

平谷地区児童生徒輸送用公用車購入事業（ 3 ,0 0 0 ,0 0 0 円）

平谷地域の児童生徒を 安全に学校まで輸送するため、 スク ールバスと し て

の公用車購入費用を 負担し まし た。 R5 年度から 運行を 開始し ます。

こ のバスを 使用する こ と により 、 長距離の移動時間が少し でも 短縮さ れ、

児童生徒の負担軽減を 図れます。
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那賀町地域特産品開発チャ レンジ事業等補助金（ 2 ,0 0 0 ,0 0 0 円）

那賀町の地場産業の進行及び発展を 図る ために町内の地域資源等を 活かし

た特産品開発を 開発する 者及び新規事業の創出にかかる 費用の一部を 補助し

まし た。

（ 事業内容）

・ 林業用運搬ド ローン導入、 活用事業

　  運搬用ド ローン を 導入するこ と で植林時の負担軽減や人材確保のためのオペレ ータ ーの育成を 行う

こ と が可能と なり まし た。

・ 地域資源を 生かし た物産加工業。 那賀町内で取組可能な新商品の製造

　  晩茶を パッ ク で販売する こ と や規格外生花（ ケイ ト ウ等） を 再活用する こ と

で地域にあっ た商品開発及び販路拡大につなげるこ と が可能と なり まし た。

学校用抗原検査キッ ト 購入事業（ 6 0 0 ,0 0 0 円）

コ ロナ禍の校外行事実施において学校行事ク ラ スタ ー発生を 未然に防止するために抗原検査キッ ト

の購入費を負担し まし た。  

行事実施時に参加者児童生徒、 教職員が抗原定性検査キッ ト を 適切に活用するこ と で、 コ ロ ナ禍に

おける学校行事を 無事実施するこ と ができ まし た。

シェ アオフ ィ スホームページ制作委託業務（ 7 0 0 ,0 0 0 円）

シェ アオフ ィ スホームページ制作費の一部に負担し まし た。

施設情報等を 発信する ツールがなかっ たため、 ホームページを 構築し 施設の利用促進及び交流人口

増加を 図り ます。

『 シェ アオフ ィ スさ く ら 谷HP』 http s://so saku rad an i.j p /

ド ローン利活用推進事業（ 2 ,7 0 0 ,0 0 0 円）

ド ローン 推進室HPの運営管理費及び業務でのド ロ ーン 利活用を 促進する た

め、 住民を 対象と し たド ローン操縦講習費などの一部に負担し まし た。

ド ローン 推進室HPでは、 ド ロ ーン 推進室の活動報告や四季折々の旬な情報

を 掲載し 、 関係人口の拡大に繋げています。

住民を 対象と し たド ローン 操縦講習ではド ローンの基礎知識、 操縦技術など、 ド ローン に関わる正

し い知識と 確かな操縦技術を 身に付ける内容と なっ ており、 講習修了者には、 技能資格認定証が付与

さ れます。

今後、「 空撮」「 測量」「 農業」「 災害支援」 など幅広い分野でド ローン オペレ ータ ーと し て、 活躍が

期待さ れます。

ふるさ と 納税返礼品提供事業者募集

那賀町では、 ふるさ と 納税制度を 通じ て寄附を 頂き まし た寄附者に対し 感謝の気持ちと し て町内産の特産品、 宿

泊券などを お礼の品と し て贈呈し ています。 寄附の促進と 地元特産品のPRや販売促進及び地元産業の活性化などの

相乗効果を 図るため、 寄附者への返礼品と し て贈呈する商品やサービスを ご提供頂ける企業または個人事業者を 随

時募集し ており ます。

問い合わせ先　 那賀町役場　 まち・ ひと ・ し ごと 戦略課　 TEL 0 8 8 4 -6 2 -1 1 8 4

https://sosakuradani.jp/
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こ んにちは。 ５ 月から 木頭地区で活動を始めた安藤美希です。

出身は神奈川県横浜市ですが、 小さ いこ ろから 生き も のが大好き

で、 自然いっ ぱいの農山村の暮ら し に憧れていま し た。 ６ 年前よ

り 高知県で観光や自然環境保全に係る 仕事に従事し てき ま し た

が、 かねてよ り ご縁のあった木頭にこ の春夫と ２ 歳の息子の３ 人

で引っ 越し てき ま し た。

主な活動は、 体験ツアーなどで町外の人に木頭の暮ら し や自然

の魅力の発信する こ と です。 そのために今年度は「 木頭を 知る 」

を テーマに活動し ま す。 毎日の暮ら し のこ と や、 継承さ れてき た

文化などを ぜひ教えてく ださ い。 こ れから ど う ぞよ ろし く お願い

し ま す。

木頭地区の平川さ やかです。 地域おこ し 協力隊は３ 年目と なり

ま し た。

私のミ ッ ショ ン は「 那賀町産木材を 利用し た商品開発と PR活

動」。 WoodHeadさ んと 一緒にレ ーザー加工機を 利用し た数々の

商品を 作っ てき ま し た。

最近ではJ-A ir（ ジェ イ エア） さ んと のコ ラ ボ商品の企画制作

があ り 、 J-A ir運航全路線にてWoodHeadで制作さ れた商品が機

内販売さ れていま す。

おかげさ ま でウ ッ ド ス ピ ーカーも 好評で、 毎日WoodHeadの工

房はフ ル稼働！制作に追われていま す。

今後も ミ ッ ショ ンに沿っ た活動を 続けていき ま すが、 その一方

で、 協力隊卒業後の活動拠点づく り も 進めていく 予定です。

拠点の予定地は木頭の西宇神社敷地内。 ７ 月オープン 予定の

キッ ク ボク シングジムが建設中と なっ ていま すが、 その一階のス

ペース を 賃貸契約し 、 カフ ェ の経営を し ながら デザイ ンの仕事も

継続し ていく のを 目標にし ていま す。 カフ ェ 経営は全く の素人な

のでその勉強や必要資格の取得、 コ ンセプト やメ ニュ ーづく り 、

仕入れ先を ど う する か…など 、 やる こ と は盛り だく さ んですが、

WoodHeadさ んと 今後の連携を ど のよ う にする のかも し っ かり 話

し 合い考えていき たいと 思っ ていま す。

２ ヵ 月に１ 回発行し ている 「 サヤジのおも っ し ょ い！新聞」 な

ど でも 活動報告を 載せていき ま すのでそちら も ぜひご 覧く ださ

い。 引き 続き 、 自分のでき る こ と を精一杯頑張ろう と 思っ ており

ま すので今後と も ど う ぞよ ろし く お願いいたし ま す！

木頭地区担当　 安藤  美希

木頭地区担当　 平川  さ やか

文化財紹介コ ーナー那賀町の
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太布は、 コ ウ ゾ の樹皮から 繊維を と り 、 目の粗い布で織ら れた堅牢な布で、

徳島県では、 剣山麓の祖谷地方や旧木頭村が主な産地であ り 、「 阿波の太布」

の名で古く から 知ら れてき た。 その用途は、 仕事着を 始め、 穀物や弁当など を

入れる 袋、 畳の縁など で、 丈夫で長期の使用に耐え得る 実用衣料と し て使用さ

れてき た。

太布の製造は、原料と なる コ ウ ゾ の刈取り を 始め、コ シキで蒸す、皮を剥ぐ 、

灰汁で煮る 、 木槌で叩いてオニカワ （ 表皮） を と る 、 河川で晒す、 天日で乾燥

さ せる と いっ た樹皮の加工、 柔ら かく し た皮の繊維から 糸を 績む糸づく り のほ

か、 地機によ る 織り と いう 手間のかかる 工程があり 、 なかでも 糸を 績む作業は

熟練し た技術が必要と さ れる 。

太布は、 我が国では古く から 織ら れた堅牢な布で、 太綿や荒栲、 荒妙など と

称さ れた。『 古語拾遺』 や『 延喜式』 には、阿波国に原材料と なる 穀が植えら れ、

阿波忌部が穀から 作っ た織物を 大嘗祭に献上し ている など、 阿波国が太布の産

地である こ と を 示唆する 記述がある 。 ま た、 本居宣長は随筆集『 玉勝間』 で、

｢今の世にも 、 阿波国に、 太布と いひて、 穀の木の皮を 糸にし て織れる 布有、

色白く いと つよ し ｣と 阿波でつく ら れた太布の色合いや丈夫さ に言及し ている 。

太布は、 着心地や保温性の面では麻や綿に劣る が、 丈夫で長期の使用に耐え

得る 実用衣料と し て専ら 日常生活の中で使用さ れてき た。 仕事着を はじ め、 穀

物や弁当、 山仕事の道具など を 入れる 袋、 畳の縁など に用いら れたほか、 和三盆糖の搾り 袋など にも 利用さ れて

き た。 布と し ての性質は、 織っ た当初は質感が粗いが、 使い込むう ちに繊維が柔ら かく なっ て目が詰ま る ため、

手触り も し なやかになり 、 色合いも 白く 、 美し く なっ ていく 。

明治30年代ま では太布で作ら れた衣服を 着る こ と は日常的であり 、 大正時代ま で

は、 穀物など を 入れる 太布製の袋が県下のど の家でも 使われていたと さ れる 。 し か

し 、 昭和以降、 太布の製造は衰退の一途を たど り 、 那賀町の木頭地区にその技術が

伝わる のみと なっ ている 。 現在は、 木頭地区の有志によ っ て結成さ れている 太布製

造技法保存伝承会が太布の製造技術を 伝承し ており 、 太布庵と 称さ れる 伝承施設も

地区内に設けら れていて、一年を通し て活動が行なわれ、技術の継承が図ら れている 。

阿波太布製造技術阿波太布製造技術

１  国指定文化財 １  国指定文化財 シリ ーズ

重要無形民俗文化財重要無形民俗文化財

指定年月日； 平成29年３ 月３ 日指定年月日； 平成29年３ 月３ 日

保存団体； 阿波太布製造技法保存伝承会保存団体； 阿波太布製造技法保存伝承会



セ ン タ ー健保 だより
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予

約

先

新型コ ロ ナワク チン 接種について新型コ ロ ナワク チン 接種について
令和５ 年５ 月2 2 日より 町内医療機関にて令和５ 年春接種を行っ ており ます

令和５ 年３ 月末までに接種を 完了し ている方へ接種券を 送付し ており ます。

案内が届き まし たら 必ず開封し て内容をご確認く ださ い。

※お願い※

予約や予約日時の確認はコ ールセンタ ーで行っ てく ださ い。

町内の医療機関へ直接電話予約や予約の確認を行う のはお控えく ださ い。

医療機関では予約を取っ ていません。

※医療機関の都合により 上記日程で接種し ない日も あり ます。 詳し く は予約時にご確認く ださ い。

那賀町新型コ ロナワク チン接種コ ールセンタ ー

（ 月・ 金・ 土 ９ ： 0 0 ～1 7 ： 0 0 まで）

TEL： 0 8 0 0 -2 0 0 -6 6 3 1 （ フ リ ーダイ ヤル）

TEL： 0 8 8 -6 7 9 -6 1 2 2 （ IP電話の方はこ ちら ） 
ネッ ト 予約
はこ ちら

６ 月の町内医療機関の接種スケジュ ール

6 5 歳以上で９ 月以降にオミ ク ロン株対応ワク チンを 接種さ れた方へ

お問い合わせ先　 那賀町保健センタ ー　 0 8 8 4 -6 2 -3 8 9 2

わだ内科 平日・ 土

山本医院 平日

日野谷診療所 月・ 木・ 金

上那賀病院 平日

木沢診療所 6 月1 2日・ 毎週木曜

木頭診療所 6 月2 2日

セ ン タ ー健保 だより
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今年の特定健診が始まり ますよ今年の特定健診が始まり ますよこ んにちは
保健師です

4 0 ～7 4 歳の那賀町国民健康保険の皆様、

生活習慣病の前兆であるメ タ ボリ ッ ク シンド ロームの早期発見を 目的と し て特定健診を実施し ています。

特定健診を受けるメ リ ッ ト がたく さ んあり ます。

◎生活習慣病は進行するまで症状がないこ と が多いが、 健診で自分の健康状態を 知るこ と ができ る。

◎ 身体測定・ 血圧測定・ 血液検査・ 尿検査・ 心電図検査などが1 ,0 0 0 円で受けら れます。（ 9 ,0 0 0 円程度の助

成があり ます。）

◎昨年度に特定健診を 受けら れた方は無料です。

◎集団健診と 町内の医療機関で特定健診を 受けると 無料で「 １ 日推定塩分摂取量」 の検査ができ ます。 ※

※町外医療機関で受ける場合は「 １ 日推定塩分摂取量」 検査の対象外と なっ ています。

＊ 受診券の発送は６ 月末頃を 予定し ています。 集団健診で特定健診

を 受診さ れる 場合は、 お手元に特定健診受診券がなく ても 受診す

る事ができ ます。（ 受診さ れた方の受診券と 無料券は一括し て健診

センタ ーに送付さ せていただき ます。）

○那賀町が実施する集団健診会場

○県内の特定健診実施医療機関

※ 上那賀病院、日野谷診療所以外は受診時に予約が必要です。

ま た、 町外かかり つけ医に受診の際は、 必ず電話でご確認

いただき受診を お願いいたし ます。

※例年８ 月～1 0 月頃が受診者少ないです。 早めの受診を お願

いし ます。

【 特定健診受診場所】

○特定健診受診可能な町内医療機関　 〜受診時の予約について〜

【 持参する物】

○特定健診受診券

○健康保険証　 ○自己負担金1 ,0 0 0 円

＊町内医療機関で受診する場合は無料券

＊無料券は対象の方に受診券と 一緒にお送り し

ます。

＊町外で受診さ れる 場合は、 払い戻し 請求を し

ていただければ後日払い戻し いたし ます。

特定健診実施期間：

　 　 令和５ 年６ 月１ 日～

　 　 　 　 令和５ 年1 2 月3 1 日

医療機関名 電話 予約

わだ内科 0 8 8 4 -6 2 ‒3 3 1 1 必要

山本医院 0 8 8 4 -6 2 ‒3 5 7 7 必要

木沢診療所 0 8 8 4 -6 5 ‒2 4 0 9 必要

木頭診療所 0 8 8 4 -6 8 ‒2 1 0 2 必要

上那賀病院 0 8 8 4 -6 6 ‒0 2 1 1 なし

日野谷診療所 0 8 8 4 -6 2 ‒0 0 7 3 なし

那賀町保健センタ ー

0 8 8 4 -6 2 -3 8 9 2

お問い合わせ先
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すこ やか子育て課から のお知ら せ

児童手当・ 特例給付のご案内児童手当・ 特例給付のご案内

お問い合わせ　 那賀町役場すこ やか子育て課　 児童手当担当　 0 8 8 4 -6 2 -1 1 5 0

児童手当等を 受給中の方のう ち、 下記1 〜4 に該当する方は、 現況届の提出が必要です。 該当者

には現況届様式を送付し ますので、 期日までに必ずご提出く ださ い。

１ ． 那賀町に住民票がない児童（ 別居児童） を 養育さ れている方

２ ． 配偶者と 別居さ れている方

３ ． 配偶者から の暴力等により 、 住民票の住所地が実際の居住地と 異なる方

４ ． その他、 那賀町から 提出の案内があっ た方、 及び養育状況に変更があっ た方

※上記に該当する方で、 案内文書が届いていない場合は、 ご連絡く ださ い。

中学校修了まで（ 1 5 歳の誕生日後、 最初の３ 月3 1 日まで） の児童を 養育し ている 方に支払わ

れます。 子ども の年齢、 人数に応じ て支給月（ ２ 月、 ６ 月、 1 0 月） にそれぞれ４ か月分が支給さ

れます。 子ども が生まれたと き 、 他市町村から 転入し てき たと き などには、 忘れずに請求手続き

を し てく ださ い。

※受給者が公務員の場合は、 勤務先より 支給さ れますので、 勤務先へ手続き し てく ださ い

◎提出期日

　 令和５ 年６ 月3 0 日（ 金）

◎提出方法

　 ・ 那賀町役場すこ やか子育て課または各支所窓口

　 ・「 ぴっ たり サービス」 から の電子申請

毎年６ 月は現況届の提出期です

児童手当・ 特例給付について

児童の年齢 児童手当の額（ １ 人あたり 月額）

３ 歳未満 一律　 1 5 ,0 0 0 円

３ 歳以上

小学校修了前
1 0 ,0 0 0 円

（ 第３ 子以降は1 5 ,0 0 0 円）

中学生 一律　 1 0 ,0 0 0 円

※所得制限限度額を 超えている 方は

子ど も 1 人につき 5 ,0 0 0 円の支給

と なり ます。（ 特例給付）

※所得上限限度額を 超えている 方は

児童手当・ 特例給付と も に支給さ

れません。

●児童手当・ 特例給付の受給者や対象児童について 、 次のよう な変更があっ た場合には、

必ず届け出てく ださ い。

　 1 ． 那賀町外に転出すると き

　 2 ． 出生などにより 、 養育し ている児童が増えたと き

　 3 ． 受給者、 または養育し ている児童の氏名や住所が変わっ たと き

　 4 ． 受給者が公務員になっ たと き

　 5 ． 振込先金融機関を 変更し たいと き （ ※受給者名義の口座に限り ます）

　 6 ． 転職・ 失業などで受給者の加入保険種別が変わっ たと き

　 7 ． 児童を 監護・ 養育し なく なっ たと き

　 8 ． 児童が児童養護施設等に入所、 も し く は退所し たと き
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こ く ねん情報です

国民年金保険料について、 令和５ 年２ 月2 0 日から 現金、 口座振替、 ク レ ジッ ト カ ード 、 Pay-easy等による納付

に加え、 新たにスマート フ ォ ン アプリ を 使用し た電子（ キャ ッ シュ レ ス） 決済での納付が利用でき る よ う になり

まし た。

■対象決済アプリ （ 五十音順）

・ a u PAY

・ d  払い

・ PayB（ ※） 詳細はPayBのホームページを ご覧く ださ い。

・ PayPay

・ 楽天ペイ

※バーコ ード が印字さ れない納付書（ 3 0 万円を 超える金額の納付書） についてはご利用できません。

※各決済アプリ の使用方法については、 ご利用の決済事業者様にお問い合わせく ださ い。

【 ご利用に必要なも の】

① 納付書

② スマート フ ォ ン

③ 決済アプリ

国民年金保険料を
キャ ッ シュ レ ス決済で納めら れます

那賀町役場住民課国民年金担当　 TEL 0 8 8 4 -6 2 -1 1 9 4

徳島南年金事務所国民年金課　 　 TEL 0 8 8 -6 5 2 -3 1 1 4

ねんり んたろ う く ん

墓地・ 納骨堂について
「 墓地、埋葬等に関する 法律（ 昭和23年法律第48号）」の規定によ り 、許可を受けずに墓地等を 造成し たり 、

許可を受けていない墓地・ 届出をさ れていない墓地への納骨は、 法律違反と なり ま す。 ご 注意く ださ い！！

★墓地等を 新たに設置する 場合（ 墓地等の経営許可） について

那賀町において、 自分の土地であっ ても 、 新たに墓地等の設置や、 墓地等区域を 拡張する 場合等は、「 墓

地、 埋葬等に関する 法律（ 昭和23年法律第48号）」 及び、「 墓地、 納骨堂及び火葬場の経営の許可等事務処

理要領（ 平成19年３ 月23日訓令第１ 号）」 によ り 、 那賀町長の許可を 受けなければなり ま せん。

許可を受ける こ と ができ る のは、宗教法人等です。個人の方は原則と し て、許可を受ける こ と はでき ま せん。

★お骨を 別のお墓等へ移動（ 改葬） する 場合について

　 改葬と は、 現在ある お墓を 別の場所に移動する こ と です。 その場合、 改葬許可が必要です。

　 ○改葬許可申請書（ 現在の墓地管理者の証明必要）

　 ○改葬先の受入証明書（ 墓地、 納骨堂を使用でき る 証明）

　 ○返信用の封筒及び切手

　 詳し く は、 那賀町役場　 住民課（ 0884‒62‒1194） 又は各支所地域振興室にお問い合せく ださ い。
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総合相談窓口総合相談窓口

地域に住む、 高齢者に関する さ まざ

まな相談を 適切な機関・ 制度・ サービ

スにつなぎます。

地域のケアマネジャ ー地域のケアマネジャ ー

の支援の支援

ケアマネジャ ー支援や指

導、 関係機関と の連絡体

制づく り を行っ ています。

高齢者の権利侵害の予防や対応高齢者の権利侵害の予防や対応

虐待・ 消費者被害の防止や早期対応を 行っ

て いま す。 ま た、 成年後見制度利用の申立

て支援を行っ ています。

特定高齢者の方や特定高齢者の方や

要支援1・ 2 の方の要支援1・ 2 の方の

介護予防ケアマネジメ ント介護予防ケアマネジメ ント

安全・ 安心に暮ら せる よ う

に、 介護予防サービスの計画

や調整を 行っ ています。

認知症総合対策認知症総合対策

認知症に 関する 相談

や、 認知症関連の情報

を 発信し たり 、 認知症

サ ポ ー タ ー 養 成 な ど

行っ ています。

認知症サポート 医（ 医師）・ 医療職・ 福祉職等がチームになり 、 認知症の方やその家族、 ま

たは認知症の疑いのある 方等が、 住み慣れた地域でよ り 良い暮ら し が継続でき る よ う チーム

で検討し 初期支援を集中的、 個別的に行います。

また、 認知症の行動心理症状（ BPSD ） の対応に困っ ている家族や、 支援者の方の相談も お

伺いし ます。

まずご相談く ださ い。 チーム員がお困り ごと の相談内容をお伺いし ます。

介護の事、 高齢者に関する様々な相談はこ ちら まで・ ・ ・介護の事、 高齢者に関する様々な相談はこ ちら まで・ ・ ・

那賀町地域包括支援センタ ー　 電話： 0 8 84 –6 2 –3 9 0 1 （ 直通）那賀町地域包括支援センタ ー　 電話： 0 8 84 –6 2 –3 9 0 1 （ 直通）

那賀町大久保字大西３ 番地２ （ 相生包括ケアセンタ ー内）那賀町大久保字大西３ 番地２ （ 相生包括ケアセンタ ー内）

●社会福祉士・ 保健師・ 主任介護支援専門員等が相談に応じ ます。

地域包括支援センタ ーは、 高齢者のみなさ まが住み慣れた地域で安心し て生活が続けら れるよ う

に、 様々な面から 総合的に支援し ています。

●認知症初期集中支援チームについて

那賀町地域包括支援センタ ーでは、那賀町地域包括支援センタ ーでは、

こ んな仕事をし ています。こ んな仕事をし ています。
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主催　 阿南税務署　 共催　 阿南法人会・ 阿南間税会・ 阿南税務署管内青色申告会連合会・ 阿南商工会議所

税阿 務 署南 から のお知ら せ

消費税イ ンボイ ス制度消費税イ ンボイ ス制度
説明会等について説明会等について

事業者の
皆様へ

要事前予約

令和５ 年1 0 月１ 日から 、 消費税の仕入税額控除の方式と し て適格請求書等保存方式（ イ ン ボイ ス制度） が始ま

り ます。

事業者の皆様には、 イ ン ボイ ス制度について理解を 深めていただき 、 イ ンボイ ス制度の実施に向けて必要な準

備を 進めていただく ため、 イ ンボイ ス制度説明会等を 開催し ますので、 是非ご参加く ださ い。

各説明会については、 事前予約制と し ますので、 事前に次のお問合せ先まで申込み

を お願いし ます。

※国税庁イ ンボイ ス制度特設サイ ト では、 イ ンボイ ス制度について解説し た

　 国税庁動画チャ ンネルのほか、 Q ＆Aなどを 掲載し ています。

お問い合わせ先　 阿南税務署　 個人課税部門　

　 　 　 　 　 　 　 　 TEL 0 8 8 4 –2 2 –0 4 1 6（ 直通）

イ ンボイ ス制度 
特設サイ ト

▶ イ ンボイ ス制度説明会（ 全事業者対象）

イ ンボイ ス制度の概要について説明し ます。

▶ イ ンボイ ス制度説明会（ 免税業者対象）

消費税の基本的な仕組み等を加えて、 イ ンボイ ス制度の概要について説明し ます。

▶ 登録要否相談会

イ ン ボイ ス制度説明会終了後、 イ ン ボイ ス発行事業者と し て登録すべき かどう かについて相談を 希望する 方を

対象に、 事業実態に応じ た相談会を 行います。

説明会の名称 開催日時 開催場所・ 時間 定員

イ ンボイ ス制度説明会

【 免税事業者対象】

登録要否相談会

令和５ 年 ６ 月2 2 日(木)

【 会場】

阿南市商工業振興センタ ー

２ 階展示ホール

（ 阿南市富岡町今福寺3 4 -４ ）

【 開催時間】

1 4 ： 0 0 ～1 6 ： 0 0
5 0 名

令和５ 年 ７ 月2 8 日(金)

イ ンボイ ス制度説明会

【 全事業者対象】

登録要否相談会

令和５ 年 ６ 月2 3 日(金)

【 会場】

阿南市商工業振興センタ ー

２ 階展示ホール

（ 阿南市富岡町今福寺3 4 -４ ）

【 開催時間】

1 3 ： 3 0 ～1 6 ： 3 0

令和５ 年 ７ 月2 7 日(木)

イ ンボイ ス制度説明会等にご参加いただく 方へイ ンボイ ス制度説明会等にご参加いただく 方へ
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年間 10 袋以内の希望者への引き 渡し が６ 月と 12 月に各５ 袋ずつを 引き 渡し する こ と と なっており ま す

のでお知ら せいたし ま す。

令和３ 年から 令和５ 年の申し 込み当選者への引き 渡し になり ま すので、 新規受付及び毎月引渡し の方へ

のお引渡し はいたし ま せんので、 ご了承く ださ い。

引渡し 時間は下記になっており ま すので、 時間確認をし てから お越し く ださ い。

平日８ 時 30 分から 12 時、 13 時から 16 時 50 分ま でと なっ ており ま す。

ま た、 土日祝祭日はお引き 渡し でき ま せん。

那賀町では、 農作物を イ ノ シシやシカ 等によ る 被害から 守る ため、 防護柵等の設置について助成那賀町では、 農作物を イ ノ シシやシカ 等によ る 被害から 守る ため、 防護柵等の設置について助成

を行っ ています。を行っ ています。

１   那賀町に住民登録を有し ている者。１   那賀町に住民登録を有し ている者。

２   那賀町内において農作物を生産し ており 、 かつ農地であるこ と 。２   那賀町内において農作物を生産し ており 、 かつ農地であるこ と 。

３   補助対象施設は、 電気、 ネッ ト 、 ワイ ヤーメ ッ シュ 柵等であるこ と 。３   補助対象施設は、 電気、 ネッ ト 、 ワイ ヤーメ ッ シュ 柵等であるこ と 。

４    補助対象と なる施設について、 一世帯につき 毎年度一回のみ補助対象と する。４    補助対象と なる施設について、 一世帯につき 毎年度一回のみ補助対象と する。

５   資材費のみ補助対象と する（ 工事費は対象外）５   資材費のみ補助対象と する（ 工事費は対象外）

防護柵の設置に係る資材費の３ 割を補助する（ 上限５ 万円）防護柵の設置に係る資材費の３ 割を補助する（ 上限５ 万円）

・ 申請時提出書類・ 申請時提出書類

（ １ ）交付申請書（ ２ ）事業計画書（ ３ ）見積書（ ４ ）事業実施箇所設置前写真（ １ ）交付申請書（ ２ ）事業計画書（ ３ ）見積書（ ４ ）事業実施箇所設置前写真

（ １ ）、（ ２ ）、（ ３ ）、（ ４ ） については柵等の購入及び設置する 前に提出が必要と な（ １ ）、（ ２ ）、（ ３ ）、（ ４ ） については柵等の購入及び設置する 前に提出が必要と な

り ます。（ 申請前に柵等の購入及び設置済の場合は対象外と なり ますのでご注意くり ます。（ 申請前に柵等の購入及び設置済の場合は対象外と なり ますのでご注意く

ださ い）ださ い）

・ 実績時提出書類・ 実績時提出書類

（ ４ ）実績報告書（ ５ ）事業成績書（ ６ ）領収書の写し （ ７ ）事業実施箇所設置後写真（ ４ ）実績報告書（ ５ ）事業成績書（ ６ ）領収書の写し （ ７ ）事業実施箇所設置後写真

（ ４ ）、（ ５ ）、（ ６ ）、（ ７ ） については購入及び設置後に提出が必要と なり ます。（ ４ ）、（ ５ ）、（ ６ ）、（ ７ ） については購入及び設置後に提出が必要と なり ます。

（ １ ）交付申請書、（ ２ ）事業計画書、（ ４ ）実績報告書、（ ５ ）事業成績書については（ １ ）交付申請書、（ ２ ）事業計画書、（ ４ ）実績報告書、（ ５ ）事業成績書については

農業振興課又は各支所にございますのでお問い合わせく ださ い。農業振興課又は各支所にございますのでお問い合わせく ださ い。

相生分庁　 舎農業振興課（ TEL 0 8 8 4 –6 2 –37 7 6 ）相生分庁　 舎農業振興課（ TEL 0 8 8 4 –6 2 –37 7 6 ）

鷲敷本庁　 舎地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 2 –11 2 2 ）鷲敷本庁　 舎地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 2 –11 2 2 ）

上那賀支所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –66 –0 1 1 1 ）上那賀支所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –66 –0 1 1 1 ）

木沢支所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –65 –2 1 1 1 ）木沢支所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –65 –2 1 1 1 ）

木頭支所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –68 –2 3 1 1 ）木頭支所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –68 –2 3 1 1 ）

衛生センタ ーから のお知ら せです 【 お問い合わせ先】

那賀町衛生センタ ー

T E L 0 8 8 4 -6 6 -0 7 1 0  

IP電話 0 5 0 -8 8 0 5 -8 5 0 0

汚泥発酵肥料の引渡についてのお知ら せです。

令和５ 年６ 月の

汚泥発酵肥料引渡について

令和５ 年度  那賀町鳥獣被害防護柵等令和５ 年度  那賀町鳥獣被害防護柵等
資材費補助金事業について資材費補助金事業について

補 助 対 象

補　 助　 率

提 出 書 類

問い合わせ先
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ボラ ン ティ アグループ「 那賀川のぎく 」 は、 平成11年の発足以来障

がい者施設（ あ すな ろ 作業所） において、「 あ すなろ さ く ら ま つり 」

開催支援や「 あすなろ木曜市」 での販売活動など 、 地域の人と の交流

を 通し た障がい者への理解推進のサポート を続けていま す。 現在賛助

会員を含む69名がボラ ンティ アと し て参加し ており 、 平成27年から は

併設さ れた「 カフ ェ あすなろ 」 でのお総菜・ お弁当作り の販売活動も

支援し ていま す。 多年にわたり 、 通所者と ボラ ンティ アがと も に支え

合い、 作業所を拠点と し た社会奉仕活動へ従事し た功績が認めら れ、

こ のたび緑綬褒状を受章し ま し た。

令和５ 年春の褒章令和５ 年春の褒章
緑綬褒章緑綬褒章

那賀川のぎく那賀川のぎく
受 章

３ 月４ 日開幕の「 第6 4 回 徳島新聞社こ ども 野球のつどい」 に徳島県内9 5 チームが参加し 熱戦が繰り 広げら れ

まし た。 相生ク ラ ブは決勝進出と はなり ませんでし たが、 準決勝まで勝ち進みベスト ４ (第３ 位） と なり まし た。

今大会は新６ 年生４ 人が各々に底力を 発揮し 、 下級生がポイ ン ト ゲッ タ ーと なり 活躍し まし た。 ２ つの大き な

県大会で上位進出する ため、 個人でなく チームと し て得点する 打撃、 エン ド ラ ン などを 大会開催までにやっ てき

たこ と が今回実り まし た。 後一つ勝てば決勝進出と いう こ と で悔し さ も あり ますが、 初戦敗退し ていても おかし

く なかっ たチームがこ こ まで勝ち進んだこ と を 素直に喜び、 自信を 持っ て今後も 活動し ていき たいと 思います。

皆様の沢山の応援、 多く の方の支え、 お心遣いのお陰で相生ク ラ ブが躍動する こ と ができ まし た。 引き 続き 応

援よろ し く お願いし ます。

R5 .3 .4 〜4 .1  開催

【 ２ 回戦】

相生ク ラ ブ  ８ －７   大松少年野球部

【 ３ 回戦】

相生ク ラ ブ  1 1 －１   北島十字星

【 ４ 回戦】

相生ク ラ ブ  ５ －３   平島少年野球部

【 準々決勝】

相生ク ラ ブ  ７ －２   三庄ク ラ ブ

【 準決勝】

相生ク ラ ブ  ５ －６   高志スポーツ少年団

少年野球 相生ク ラ ブ少年野球 相生ク ラ ブ

●大会結果● むつみスタ ジアム●大会結果● むつみスタ ジアム他他

第6 4 回徳島新聞社第6 4 回徳島新聞社
こ ども 野球のつどいこ ども 野球のつどい ベスト ４！！ベスト ４！！ ４ 年ぶり

３ 回目
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那賀交番から のお知ら せ 令和５ 年６ 月

【 高等学校卒業程度】

●第１ 次試験日

●受付期間

●試験案内

　 申込書配布開始日

令和５ 年1 0 月1 5 日

　 〃　 ８ 月３ 日〜８ 月2 4 日

　 〃　 ７ 月３ 日

徳島県警察本部警務部人事係

TEL 0 8 8 -6 2 1 -2 9 5 3

警察官・ 職員募集 徳島県警察

生活経済事犯被害の未然防止対策の推進

警察官B

「 生活経済事犯」と は…

被害に遭っ たかも 知れないと 思っ た時は…

お問合せ

利殖勧誘事犯や悪質な訪問販売、 ヤミ 金など、 国民生活の安全・ 安心を 脅かす事犯であり 、 表向き は爽

やかな営業マンや正規の会社を 装っ ていても 、 裏では暴力団が関与し ているケースも あり ます。

・ 注意事項

○「 必ず儲かる」 などと いう 甘い誘いは信用し ないで下さ い。

○ 訪問販売業者が来て勧誘を 受けても 、 その場で契約せず、 まずは家族や知人に

相談するよう にし まし ょ う 。

○ ヤミ 金業者と は、 無登録で貸金業を 営む違法な貸金業者であり 、 電話やD M で

勧誘し て金銭を 貸し 付け、 執拗な取立てにより 元利金を回収し ます。

借り たお金（ 元金） は少額であっ ても 、 その利息は著し く 高利であるため、 返済に窮し 、 さ ら に追加で

借金すると いっ た悪循環に陥っ てし まいます。

○ 最寄り の警察署や消費者センタ ーに相談し て下さ い。

○ 電話の着信履歴、 契約書、 名刺、 パンフ レ ッ ト などは重要な証拠ですので安易に消去や廃棄はせず、 保

管し ておいて下さ い。

2 5 広報なか

令和５ 年度「 危険物安全週間推進標語」

「 意志つなぐ 　 連携プレ ーで　 事故防ぐ 」
家庭や職場での危険物取扱、 保管方法に対する意識の高揚推進が目的

です。 例と し て、 灯油やガソ リ ン・ 軽油と いっ た液体燃料、 マニキュ ア

や除光液も 揮発性が高く 、 全て危険物品と なり ます。　 消毒用アルコ ー

ルや高濃度アルコ ール飲料などで火災に繋がっ た事例も あり ます。 こ れ

ら 危険物は暮ら し に欠かせない物と なっ て　 おり ますが、 取扱いを 間違

える と 非常に危険です。 今一度安全に使用でき ているか、 安全に保管で

き ているか、 確認を お願いし ます。

ご不明な点などございまし たら お気軽に消防署へご相談く ださ い。

消防署では、 火災に対する訓練を 日々行っ ており ます！

火災が起き ないこ と が第一ですが、 火災が起き てし まっ たら 早期の通

報を よろ し く お願いし ます。 通報し てく ださ る住民の皆様と 消防団の皆

様、 消防署の連携プレーで被害を最小限に抑えまし ょ う 。

那賀町消防署だより
那賀町消防署　 　 　 　 　 　  TEL 0 8 8 4 -6 2 -1 1 1 9
那賀町消防署上流出張所　  TEL 0 8 8 4 -6 7 -0 6 2 5

６
月号

は1 1 9 番
火災

救助

救急

通報は、 おちついて

ゆっ く り はっ き り と

全ての住宅に設置が義務付けら れています　 家族を 守る　 住宅用火災警報器

令和５ 年６ 月４ 日～10日令和５ 年６ 月４ 日～10日

危険物安全週間危険物安全週間
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那賀町地域子育て支援センタ ーから のお知ら せ

2 0 2 3 年６ 月1 2 日～2 0 2 3 年７ 月７ 日までのプログラ ム（ 予定）

開所日： 月曜日～金曜日（ ９ ： 0 0 ～1 7 ： 0 0 ） TEL 0 8 8 4 –6 4 –1 2 2 0

 ６ /1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3

 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0

3 4 5 6 7

1 1

にち どげつよ う び かよう び すいよう び も く よう び き んよ う び

1 8

2 5

2

1 7

2 4

7 /1

8

支援セン タ ーは

おやすみです

（ 1 0 日開所日のため）

自由にあそぼう

自由にあそぼう

自由にあそぼう 自由にあそぼう 自由にあそぼう

自由にあそぼう 自由にあそぼう６ 月生まれのお友だち

お誕生日おめでと う ♪

自由にあそぼう 自由にあそぼう 七夕の製作

自由にあそぼう 自由にあそぼう那賀町山の

おも ちゃ 美術館で

あそぼう ♪　
1 0： 0 0 ～

木育広場で

あそぼう ♪
1 0： 3 0 ～1 2： 0 0

みずあそびを

たのし も う ♪

パネルシアタ ーを

たのし も う ♪

（ 七夕）

絵本の読み聞かせ

（ お話し 玉手箱さ ん）
1 0： 3 0 ～

わじ き こ ども 園

と の交流

（ ５ 歳児）

★ 2 0 2 3 年４ 月の利用者数

78 名

各こ ども 園の各こ ども 園の

子育て支援日について子育て支援日について

★あいおいこ ども 園

　（ 火・ 木曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

★ひら だにこ ども 園

　（ 木曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

★きと う こ ども 園

　（ 水曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

★出張ひろば（ 旧桜谷保育園）

　（ 水曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

※ 出張ひろ ばのみ前週の金曜日ま

で に予約を し て 下さ い。 予約は

那賀町地域子育て支援セ ン タ ー

にし てく ださ い。

TEL 0 8 8 4 ‒64 ‒1 2 2 0

那賀町山のおも ちゃ美術館であそぼう ♪

６ 月1 3 日（ 火）は那賀町山のおも ちゃ 美術館であそびませんか。 職員

も 美術館でお待ちし ています。※入館料―那賀町民（ 一般3 5 0 円、小・

未就学児無料） 町外（ 一般7 0 0 円、 小・ 未就学児無料）

木育広場であそぼう ♪

６ 月2 7 日（ 火）は林業ビジネスセンタ ーで、 木のぬく も り に触れてあ

そんでみませんか♪待っ ています。

６ 月生まれのお友だちお誕生日おめでと う ♪　 　

６ 月がお誕生日のお友だちはプレ ゼント の準備を し ます

ので、 ６ 月1 5 日（ 木）までに当セン タ ーま でお知ら せ下

さ い。 待っ ています♪

プロ グラ ムが変更・ 中止になる 場合も あり ます。 ご理解と ご協力を

お願いいたし ます。（ プ ロ グラ ムは午前中に行っ ています。） 不明な

点があり まし たら 那賀町地域子育て支援セン タ ーまでお問い合わせ

く ださ い。

土曜日開放のお知ら せ

月１ 回程度、不定期に土曜日開放を実施し ます。日時等詳し く は、当センタ ーへお問い合わせ下さ い。

2 7 広報なか

那賀町総合型地域スポーツク ラ ブ

那賀よし ク ラ ブでは、 令和５ 年度の会員を 募集し ています。

会員になると 、 ク ラ ブで実施し ている各教室やイ ベント に会員料金で参加し ていただけます。

また、 会員が集まっ てB& G 体育館を 使用する時は施設使用料が無料になり ます。

※参加料等、 詳し い内容はク ラ ブ事務局にあるパンフ レ ッ ト を ご覧いただく か下記までお問い合わせく ださ い。

那賀町が実施し ている事業について、今回の入札では以下の請負業者に決まり まし た。

詳細については役場本庁舎にて閲覧するこ と ができ ます。

〔 お問い合わせ先〕 会計課・ 検査室　 TEL 0 8 8 4 –6 2 –1 1 2 0

全教室初回無料体験実施中！
場所： 鷲敷B& G 海洋センタ ー体育館

令和５ 年度会員募集中

６・ ７ 月のスポーツ教室

那賀よし ク ラ ブ

年度会費 ：  1 ,2 0 0 円＋スポーツ安全保険料（ 中学生以下8 0 0 円、 高校生以上1 ,8 5 0 円、 6 5 歳以上1 ,2 0 0 円）

【 申込み・ 問い合わせ】 那賀よし ク ラ ブ事務局（ 那賀町鷲敷B& G  体育館内）

TEL 0 8 8 4 6ー 2 1ー 3 0 0 　  FAX 0 8 8 4 6ー 2 1ー 5 7 3

町内業者請負状況（ 建設工事）

契約日 工　 　 事　 　 名 工事場所 請負金額 請負業者名

R5 .5 .1 0 令和５ 年度 町単独仁宇地区排水路工事 仁宇 3 2 ,9 4 5 ,0 0 0 （ 有）四宮工業

R5 .5 .9 令和５ 年度 町単独相生消防団詰所等用地造成工事 延野 3 5 ,4 2 0 ,0 0 0 （ 有）橋本土建

R5 .5 .9 令和５ 年度 町単独相生中央公民館等解体工事 延野 3 9 ,2 7 0 ,0 0 0 （ 有）橋本土建

教　 室　 名 開催時間 教　 室　 名 開催時間

こ ども 体操教室

毎週火曜日

（ 第１ ・ ３ 週は小学校低学年

第２ ・ ４ 週は幼児です）

午後６ 時1 5 分

～７ 時1 5 分

キッ ズダンス教室

毎月第１ ・ ３ 土曜日

第１ 土曜

午後６ 時～７ 時（ 小学２ 年生以下）

午後７ 時～８ 時（ 小学３ 年生以上）

第３ 土曜

午後７ 時～８ 時（ 全年齢対象）

歪み改善！ポールほぐ し

（ 毎月第１ ・ ３ 火曜日）

午前1 0 時

～1 1 時

体幹バラ ン ス★ポール＆ヨ ガ

毎月第１ ・ ３ 火曜日
午後７ 時3 0 分～８ 時3 0 分

コ コ ロと カ ラ ダ、 すっ きり ヨ ガ

（ 毎週木曜日）

午前1 0 時

～1 1 時

オヤスミ まえのリ ラ ッ ク スヨ ガ

毎週木曜日
午後７ 時3 0 分～８ 時3 0 分

気軽に運動教室《 ナカ スポ》

（ 毎月第１ ・ ３ 火曜日、毎週木曜日）

午前1 0 時

～1 1 時

エアロビク ス

毎月第２ ・ ４ 土曜日
午後８ 時～９ 時
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川口エネ・ ミ ュ ー便り川口エネ・ ミ ュ ー便り
今年も あじ さ いの季節がやっ てき まし た。 今年も 開花時期に合わせて、 川口ダム

横のあじ さ いや川口ダムのラ イ ト アッ プを 行いますので、 ぜひご覧く ださ い！

2 0 2 2 年度那賀町ダムフ ォ ト コ ンテスト の応募作

品を 展示し ます。

開催日： 2 0 2 3 年６ 月１ 日（ 木）～６ 月3 0 日（ 金）

　 　 　 　 ※休館日を 除く

時　 間： ９： 3 0 ～1 6： 3 0

観覧料： 無料

身近な生物の多様さ を 探る 体験ができ る パネル

展示です。

開催日： 2 0 2 3 年６ 月1 0 日（ 土）～７ 月1 6 日（ 日）

　 　 　 　 ※休館日を 除く

時　 間： ９ ： 3 0 ～1 6 ： 3 0

観覧料： 無料

企画・ 製作： 日本科学未来館、 環境D N A学会

特 別 協 力： 船の科学館「 海の学びミ ュ ージ ア

ムサポート 」

　 令和４ 年1 1 月に、 徳島県南部と 高知県東部

の自治体や観光団体などが連携し て観光客の誘致を 図る ため、

新たに「 四国南東部広域観光連携協議会」 を 設立し まし た。 今

後、 四国南東部の広域的な観光振興の取組の一環と し て、 関係

市町村のイ ベント 情報を ご紹介し ます。

お問い合わせ先： 　 那賀町役場　 にぎわい推進課　 TEL 0 8 8 4 –6 2 –1 1 9 8

初めての人も 安心。 ド ロ ーンシミ ュ レ ータ ーや手

のひら サイ ズのト イ ド ローン を操縦し てみよう 。

開 催 日： 2 0 2 3 年6 月1 7 日（ 土）

時　 　 間： ①1 1 ： 0 0 ～1 2 ： 0 0 　

　 　 　 　 　 ②1 3 ： 0 0 ～1 4 ： 0 0

参 加 料： 無料

定　 　 員： 各回2 0 名（ 付き 添い含む）　

　 　 　 　 　 ※申込多数の場合は抽選

申込締切： 6 月1 0 日（ 土）

会　 　 場： 日野谷体育館

申込方法： 電話 0 8 8 4 -6 2 -2 2 0 9

協　 　 力： 那賀町

おし 花でオリ ジナルし おり を

作っ てみよう ！

開催日： 2 0 2 3 年６ 月３ 日（ 土）

～６ 月2 5 日（ 日）の土日

時　 間： ９： 3 0 ～1 6： 3 0

材料費： 無料

■ダムフ ォ ト コ ンテスト 作品展■ダムフ ォ ト コ ンテスト 作品展

■全国科学館連携協議会巡回展示■全国科学館連携協議会巡回展示
　「 環境D N A 博士と　「 環境D N A 博士と
　 　 　 水辺の生き 物を 調査せよ！」　 　 　 水辺の生き 物を 調査せよ！」

■ド ローンをと ばそう■ド ローンをと ばそう

■工作教室「 あじ さ いし おり 」■工作教室「 あじ さ いし おり 」

川口ダム自然エネルギーミ ュ ージアムお問い合わせは…
入館料
無料毎週月曜日（ 祝日の場合は翌日）休 館 日 0 8 8 4 -6 2 -2 2 0 9（ FA X兼用）T  E  L

 9 ： 3 0 ～1 6 ： 3 0開館時間 h t t p s://w w w .k re-m useu m .j p /U  R L

四国南東部イ ベント 情報コ ーナー四国南東部イ ベント 情報コ ーナー

徳島県南部のイ ベン ト 情報はこ ちら

（ 一社）四国の右下観光局HP

高知県東部のイ ベント 情報はこ ちら

（ 一社）高知県東部観光協議会HP

開催市町村 イ ベント 名 開催日時 開催場所 お問い合わせ先

牟岐町 内妻あじ さ い祭 6 月1 8 日 内妻旧国道沿い 牟岐町観光協会 0 8 8 4 -7 2 -0 0 6 5

海陽町 母川ほたるまつり 6 月3 日～1 0 日 母川河川敷 海陽町観光協会 0 8 8 4 -7 6 -3 0 5 0

安芸市 安芸全国書展 6 月1 1 日～8 月6 日 書道美術館 書道美術館 0 8 8 7 -3 4 -1 6 1 3

2 9 広報なか

●予備放流と 事前放流

・  予備放流と は、 洪水に備えて、 事前にダムの水位を 予備放

流水位（ EL2 1 8 .7 m ）まで下げるこ と です。

・  事前放流と は、 洪水に備えて、 予備放流で確保し た容量（ 水

位： EL2 1 8 .7 m ）よ り も 、 さ ら に大き な容量が必要と 想定さ

れる 場合、 利水容量の一部を 一時的に活用さ せても ら い、

事前にダムの水位を 事前放流水位（ EL2 1 4 .7 m ）ま で下げる

こ と です。

●異常洪水時防災操作（ 緊急放流）

・  計画を超えると 予測さ れる異常洪水が発生し た場合、 ダムから の放流量を流入量まで増加さ せる操作が行

われるこ と があり ます。 こ のよう な操作を 「 異常洪水時防災操作（ 緊急放流）」 と 呼びます。

那賀川 防災情報コ ーナー那賀川 防災情報コ ーナー V o l . 1 4 2
皆さ んこ んにちは、国土交通省那賀川河川事務所です。

今回は、 ダムの操作についてお知ら せし ます。

本コ ーナーに関するご意見は、 下記までメ ール又はお葉書でお願いし ます。　

長安口ダム管理所　 〒7 7 1 –5 5 0 5 　 那賀町長安向イ 2 2 -1 　 E-m a il　 skr-na kaga 7 0 @ m lit.g o .j p

①洪水時最高水位（ 2 25 .0 m ）を超える予測の場合

異常洪水時防災操作

（ 緊急放流） 開始

ダムから の放流量を 流入量まで増加さ せる

操作に移行。

（ ダムがなかっ た場合の自然の川の状況と 同様）

引き 続き 洪水調節を実施
（ ダムに流れてく る水の一部を貯め込み、 下流被害を軽減）

②洪水時最高水位（ 2 2 5 .0 m ）を超えない予測の場合

相 生 森 林 美 術 館 だ よ り

昭和の日本洋画展
－エコ ール・ ド ・ パリ のエス プリ －

展覧会場

休館日： 毎週月曜日

入館料： 一般（ 高校生以上）550円、

　 　 　 　 中学生以下無料

６ 月1 1 日（ 日）まで

相生森林美術館では春の企画展と し て、 安井曽太郎や梅原龍三郎を はじ め、 大正から 昭和にかけて活躍し た洋

画家の作品を 展示し ています。 激動の戦前戦後、 日本洋画壇を 牽引し た作家と その作品の数々を こ の機会にどう

ぞご覧く ださ い。

■次回展覧会
館蔵品展－木の彫刻と 木版画－

６ 月1 7 日（ 土）～７ 月９ 日（ 日）

企画展「 浜田桂子 絵本原画展」

７ 月1 5 日（ 土）～９ 月1 0 日（ 日）

■休館日のお知ら せ 展示替えのため６ 月1 3 日（ 火）～1 6 日（ 金）を 臨時休館日と さ せていただきます。

※お問い合わせは…　 相生森林美術館（ TEL 0 8 8 4 6ー 2 1ー 1 1 7 ） まで

https://www.kre-museum.jp/
mailto:skr-nakaga70@mlit.go.jp
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木 頭 図 書 館 だ よ り

鷲 敷 図 書 室 だ よ り

【 イ ベント 案内】

徳島を愛し たポルト ガルの文人「 モラ エス展」

　 　 ６ 月2 6 日（ 月）〜７ 月1 5 日（ 土）　 木頭文化会館ロビーにて（ 無料）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※最終日は1 5 時まで

ヴェ ンセスラ オ・ デ・ モラ エスは世紀末のヨ ーロッ パから 日本にう つり 、 日本の

生活の本質的な部分を 深く と ら えて数々の文学作品を残し まし た。 晩年妻の郷里の

徳島に移り 住んで、 その地に残る 日本の伝統の気風を 通じ 徳島で生涯を 終えまし

た。 優し い人柄で素朴な庶民の暮ら し に溶け込み、 自然を こ の上なく 愛し たモラ エ

スを 紹介するパネル展示を し ます。

共催： N PO 法人モラ エス会

■ 木頭図書館
T EL 0884–68–2226

F AX 0884–68–2566

【 休 館 日】 日曜・ 祝日・ 第３ 月曜日

【 開館時間】 10： 30～18： 00（ 土曜は17： 00ま で）

  ※１ 人10冊ま で。 貸出期間は２ 週間です。

■ 鷲敷図書室 T EL・ F AX 0884–63–0117

【 休 室 日】 月曜・ 火曜

【 開室時間】 9： 00～12： 00、 13： 00～16： 00

  ※木頭図書館の本も 貸出でき ま す。

新着本を紹介し ます

※一部だけご紹介し ます。

＊ ご利用く ださ いませ ＊＊ ご利用く ださ いませ ＊ 木頭図書館　 蔵書

■ 児童書

ペティ おばさ んの台所 竹中マユミ

いわじ いさ んはう んと ながいき ピルッ ティ ，デブ

えき べんと ふう けい マメ イ ケダ

あおいら く だ 楓　 真知子

すごすぎる　 色の図鑑 ingecta r-e

ビジュ アル「 生き る技術」 図鑑

（ 子供の科学編集部編） かざまり んぺい

■ 一般書

街と その不確かな壁 村上　 春樹

真珠と ダイ ヤモン ド 〈 上・ 下〉 桐野　 夏生

偽者 ローレン ・ オイ ラ ー

ミ シンと 金魚 永井　 みみ

う ち の父が運転を やめません 垣谷　 美雨

ESG と TN FD 時代のイ チから 分かる

生物多様性・ ネイ チャ ーポジティ ブ経営 藤田　 　 香

造林学ワーク ブッ ク 森林科学の学び方 上原　 　 巌

世界の移民歴史図鑑 フ ィ リ ッ プ・ パーカ ー

新着本を紹介し ます

※一部だけご紹介し ます。

■ 児童書

じ んせいさ いし ょ の おおのたろ う

モペッ ト ちゃ んのおはなし ビアト リ ク ス・ ポタ ー

異種最強王図鑑 實吉　 達郎

も っ と すごすぎる 天気の図鑑 荒木健太郎

ぼく はいっ たいどこ にいるんだ ヨ シタ ケシン スケ

■ 一般書

鯉姫婚姻譚 藍銅ツバメ

名探偵のままでいて 小西マサテル

魔女と 過ごし た七日間 東野　 圭吾

月と 散文 又吉　 直樹

黒い海 伊澤　 理江

藤井聡太はどこ まで強く なる のか 谷川　 浩司

流人道中記 浅田　 次郎

ポルト ガル人

ヴェ ン セスラ ウ・ デ・ モラ エス

（ 1 8 5 4 − 1 9 2 8 ）

秘密
厳守

3 1 広報なか

木沢・ 木頭地区のみなさ んへ

７ 月の大型ゴミ の受付は６ 月末までです！

木沢・ 木頭地区の大型ゴミ 収集は７ 月ですが、受付は収集月の前月中までです。

※各地区の収集日はゴミ 収集カ レンダーでご確認く ださ い。

6月の行政相談を 、 次のと おり 行いま す。

相談は無料で、 秘密は固く 守ら れま すので、お気軽にご相談く ださ い。

受付期日までに役場窓口でシール券を ご購入く ださ い。

・ 大型ゴミ の品目によっ てシール券の金額は異なり ます

　（ 詳し く は窓口または環境課へおたずねく ださ い）。

・ １ 回の回収で１ 世帯につき1 0 個まで大型ゴミ が出せます。

・ 直接のお持ち込みについてはク リ ーンセンタ ー

　（ ℡ 0 8 8 4 -6 4 -0 7 5 4 　 IP 0 5 0 -8 8 0 0 -2 0 3 7 ） へご連絡く ださ い。

　【 問い合わせ先】 那賀町役場環境課　 TEL 0 8 8 4 -6 2 –1 1 9 2

種樹 長さ 径級 平均単価

杉

３ ｍ

1 0～13 6 ,0 0 0 円/㎥

1 4～16 1 4 ,5 0 0 円/㎥

1 8～22 1 5 ,0 0 0 円/㎥

４ ｍ

1 0～13 9 ,0 0 0 円/㎥

1 4～16 1 2 ,5 0 0 円/㎥

1 8～32 1 6 ,0 0 0 円/㎥

種樹 長さ 径級 平均単価

桧

３ ｍ

1 0～1 3 6 ,0 0 0 円/㎥

1 4～1 6 18 ,5 0 0 円/㎥

1 8～2 2 18 ,5 0 0 円/㎥

４ ｍ

1 0～1 3 9 ,0 0 0 円/㎥

1 4～1 6 19 ,0 0 0 円/㎥

1 8～2 2 19 ,0 0 0 円/㎥

令和５ 年

４ 月
木材市況木材市況

《  相生共販所 》

●売上数量
　 1,700㎥
　（ 462,825才）

６ 月の行政相談開設日

開催日時 相談所 相談委員

6月15日（ 木） 10時　 ～12時 那賀町地域交流セン タ ー 西田　 　 整 委員

6月28日（ 水） 10時　 ～12時 相生老人福祉セン タ ー 中田　 昌一 委員

6月16日（ 金）  13時半～15時半 上 那 賀 支 所 新居　 　 貢 委員

6月 8日（ 木）  13時　 ～15時 木沢総合防災セン タ ー 猪岡朱美子 委員

【  南阿波定住自立圏共生ビジョ ン 】

女性支援パート ナーシッ プ事業
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相　 　 談　 　 日

相談時間は１ 回50分です。

相談料は無料です。

面接相談・ 電話相談と も に

予約が必要です
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● 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓

坂口町長　退任
４月25日を持って任期満了となり、坂口町長が退任いたしました。
４期16年、長期にわたってお世話になりました。 

樫
かしもと

本 和
か ず み

実くん
延野 （相生）

電話もしくは、インターネットからご予約ください。
（注意）役場・各支所では受付・交付できません。
妊娠から子育てのご相談については、「那賀町地域子育て世代包括支援センター（保健
センター内）」へお気軽にお問い合わせください。

【予約・お問い合せ先】
那賀町子育て世代包括支援センター
（保健センター内）
TEL：0884-62-3892
所在地：那賀町大久保字大西3-2

◀妊娠届予約はこちら

妊娠届妊娠届の受付との受付と母子手帳母子手帳の交付はの交付は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健センターで行っています。保健センターで行っています。

那賀町の子育て情報は「那賀町子育てネット」
で検索 〜妊娠・出産・子育て〜

那那賀賀町町子子育育ててネネッットト

（ 
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。

 

　
ご
結
婚
お
め
で
と
う

１歳になるお子様の写真を募集しています。
ご提供いただいた写真は広報、CATV にて
掲載、放送いたします。

【お問い合わせ先】
那賀町ケーブルテレビ  TEL 0884‒64‒1123

nclj768
四角形


